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　In　the　previous　paper，　we 　described　the　anatomical 　characteristics 　of　the　root 　of 　six 　species

including　one 　variety 　of 　the 　section 　（redonopsis，　i，e．　C．　pi’osula ，
　 C ．　pilosula　var ・medesta ，（7・

tangshen ，　 C ．　lanσeolata
，
　 C．　u∬ uriensis ，　C ．　s’ibglohosa 　and 　 C．　dettoidea，　 which 　are 　growlng 艮n

China　and 　neighbouring 　countries ．　1t　 was 　fbund　that　 these　species　 could 　be　distinguished

from　one 　another 　by　thc 　presence　or 　absence 　of 　stone 　cork 　cells
，
　number 　of 　cork 　cell　layers，　the

tangential　diameter　of　cork 　cell，　contour 　of 　parenchyma 　cell 　in　cortex 　and 　xylem ，　development

of　rhexlgenic 　jntercellular　spaces ，　the　ratio　of　diameter　of　xylem 　to　that　of　roo 亡，　arrangement

of　the　groups　composed 　of 　laticifers　and 　sieve　tubes，　diameter 乱nd 　length　of　vesset　member ，

thickness 　 of 　cell 　 wall 　 of 　 vessel 　 menlber ，　 the　 presence　 or　 absence 　 and 　 diameter　of　starch

grain，
　etc ．　 In　this　paper　to　identify　the　botanical　origins　of　more 　than 　a 　hundred 　commercial

samples 　of　the 　Chinese　crude 　drug 」
つ angshen （党参）

”
and 　the　related 　drugs　derivcd　froエn 　the

section 　Codonopsis　plants　obtained 　in　the　Chinese
，
　Hongkong ，　Japanese　and 　Korean　markcts ，

histologicaI　 comparison 　 studies　 were 　 made 　 on 　the　basis　 of 　the　distinguishable　anatoI 皿ical
characters 　fbund　ln　our 　previous 　work ．　 As　the　results

，
　it　 was 　made 　clear 　that　almost 　half　of

tho 　crude 　drugs “Dangshen ，，
　were 　dcrived　from　C．　pilosula，　about 　twenty 　seven 　percent　from

C．pilosuta　 var ．　 modesta 　 and 　about 　 fburteen　 percent 　from　C．　tangshen ．　 One 　sample 　from

Sichuan　prov．　was 　found　to　be　from　C，　subglobosa ，　 We 　also 　f｛）und 　that　most 　of 　Korean　crude

drug “ Mansam （蔓参）
”

werc 　from　C．　piiosura　and 　that　some 　of
“Mansam ”

and 　al乳of　Korean
‘」Shasa皿 （沙 参）

”
were 　from 　C ．　ianceolata．

　Keywords− Dangshen ； Mansam ； Shasam ； Chinesc　 crude 　 drug ； Korea 眼 crude 　 drug；
Cotわnopsis ；Campanulacea ．e ；botanical　origin ；pharmacognostical　study

　　　　　　　　　　　 ロ
　前報 で ｝tl）

， 中国お よ び 周辺 諸国に 分布す る Codonopsis属植物
2）

の うち．　 Codonopsis亜 属の Codonopsis 節に属す

る植物6 種 1変種 の 根 に つ い て 検討 し ， それ らが コ ル ク 石細胞 の 有無，コ ル ク層の 細胞層数 ，
コ ル ク 細胞 の 接線方向

径，皮層 お よ び木部 の 柔細胞 の 形態，破生細胞間隙 の 発達程度 ， 木部 の 径の 根の 径に対する比率 （Dmv／D ，％）， 乳管

群 の 配列様式 ， 道管 の 径 お よび 長 さ，道管壁 の 厚 さ，で ん ぷ ん 粒 の 有無 と粒径な ど の 組織学的特徴に よ り区別 され る

こ とを報告 した．中国産 「党参」 の原植物として各種薬物成書 に 記載 され て い る C．pilosutaa
）

， そ の 変種の （「．　pitosula

var ・medesta3a ’b’e ）

，
　C・tangshen3a −f・h ・i）

，
　C ．　subglobosa3b ・9＞

お よび 韓 国 産 「沙参」 の 原植物 と され る C．　laneeolata3f・4》

は ， す べ て Codenepsis 節の 植物で あ り， 根を薬用 に す る Codonopsis　R 植物は 主 として 本節 に 属す る とい える ．今回 ，

中国 ， 香港，ベ トナ ム ，韓国お よび 日本 に お い て 広 く市場調査 を行 っ た 結果 ， 中国産 「党参」 102点 ， 韓国産 「蔓参」

7点 お よび韓国産 「沙参」 3点を 入 手する こ とが で きた．こ れ らの うち， 「党参」 12点5〕 を除 くす べ て が，外部お よ
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び 内部形態 か ら Codonopsis節稙物 に 山来す る と 思 わ れ た，本報 で は ，前報で 得られ た結果 に 基 づ い て ，
　 Codonopsis

節植物 に 由来 す る市場品の 原植物 を比較組織学的 に 検討 し ， 中国産 「党参」 48点 お よ び 韓 国産 「蔓参」 5 点 が C．

pilesula，中国産 「党参」の うち27点が C．　pilosuta　var ．　modesta ，14点が C．　tangshen ，1点が C．　subglobosa の 根に

そ れ ぞ れ 由来 し，韓国産 「蔓参」 2 点 お よび 「沙参」 3 点 が C ．　lanceotataの 根に 由来す る こ とを明 らか に した，

実　験　材　料

　1． 生薬材料 （TABLE 　I）

　す べ て 富山医科薬科 大 学 和 漢薬 研 究 所 民族薬物資料館 （TMPW ） に 保管 され る．

　 i）中国産 「党参」・．一
中国，香港 ， 日本 の 各地市場 贔 （90点）

　 ii）韓国産 「蔓参」
一・

日本，韓国の 各地市 場 品 （7 点）

　 五i）韓国産 「沙参」
一
韓国市場品 （3点）

　2， 比較材料

C ・d・n・psis 節植物6 種 1変種 （C ・　pit・ sula ，　C ・pit・suta　var ．　m ・dest・，σ 纏 9∫畝 C．・lance・1・t・，　C．・ussu ・ien∫is，　C ．

subg 励 osa ，　 C ．　dettoidea），採集地等は 前報
D

参照，

実　験　結　果

　 1．　中国産 「党参」の 形態お よ び原植物 （TABLE 　I，　Fig，1，2）6
）

　市場品90点は外部 お よび 内部形態 の 違い か ら 4 種 （A ，B ，　C ，　D ） に 分げられ た．

　 i＞市場品 A （48点）〔Fig．1）： ほ とん どの 市場品が 根 の 全形品 で 円柱形を呈す る ．長 さ 10〜30cm ，径 （基 部 か ら

中央部 の 問 の 最大径 を示 す ： 以下同様）LO 〜2．　0　cm ．中 国の 7 市場品 （N （）．　3025，3070，3101，4535，　4924，8150，
6909）

の み長 さ約 2〜5cm に 刻 ま れ て い る．表面の 色 は 多 くの もの が灰黄色．た だ し雲南省産の 商品の 多 くは 赤茶色で あ る．

根の 基部に は す べ て に 茎 の 残基が集 ま っ た 瘤状の 根頭部
1） が 見 られ る （Fig．1−A ），根 頭 部 の 径 は 根 の 最大径 と同程度

か ま た は や や 小 さい ，横 じわ が 基 部か ら中央部に か け て み られ るが 少 な い ，中央部 か ら先端 に か けて 縦 じわ お よ び 縦

溝があ る．質は や や 柔軟 で 容易に 屈曲す る．味 は 甘い ，

　全 形品か らな る市場品 は 外部 お よ び 内部 形 態 的 に c ．　pitosutaに 合致 し た 7）．た だ し，コ ル ク細胞 の 接線 方 向径 は

「貴州 党参」 （No ・　10046）で 85μm に 達す る もの が あ り， また 道管の 最大径 も 「陝西五 鳳党参」（No．　1401）で B5 μm

を 示すもの があ り， 前報 で 記 した C．　pitosula の 測定値 （それ ぞれ 50〜70 μm ，75〜110μm ） よ り高 い 値 で あ っ た ．

な お．市場 品 は 根頭部 お よ び表面の 横 じわ の 形態お よ び コ ル ク 石 細胞層が 2 〜4 層 で あ る こ とか ら，すべ て 栽培品 で

あ る と判断 で きた．粗切 品 は 外部形態的 に は 鑑別困難で あ っ た が ． 内部形態的に 同種 の 栽培品 に 合致 した．

　ii）市場品 B （27点）（Fig．　2−A ）： 根の 全形品．円柱形を 呈 し，長さ 10〜30　cm ，径 1．0〜2．　O　cm ．瘤状 を呈す る

根頭部 は 大 型 で ，根 の 最大 径 よ り大 きい ．根 の 表面 は 灰黄色〜茶褐色 で ，と こ ろ ど こ ろ に 黒褐色 の 乳汁の 滲出跡 が あ

る ．塞部か ら中央部に 横じわ が 密集 して 認め られ ， 中央部か ら先端 に か け て縦じわ お よび 縦溝が ある．質は やや柔軟．

味 は 甘 い ．

　市場品は 外部 お よ び 内部形態的 に C ．pitOSuta　var ．　 modesta に 合致 し た．

　iii）市場品 C （14点）（Fig．　2−B ）： 台湾市場品 （N （｝．　10862）を除 く13点が根の 全 形品で ， 円柱形 を 呈 す る．長 さ

10〜30cm ，径 0・5〜L5cm ．根頭部 は 根の 最大 径 よ り 大きい ．根 の 表面は 灰黄色で ， 中央部か ら先端 に か け て縦 じ

わ お よび縦溝があ る．質は 堅 く，折 れ や す い ．味は か すか に 甘 い ．台湾市場品 （No ．　10862） は 長さ約 2〜5cm の 粗

切品で ， 表面は 灰黄色 ， 質は 堅 い ．

　全形品 か らな る 市場 品 は 外部お よ び内部形態的に （コ．　tangshen に 合致 した．粗切 品 は外部形態的に は 鑑別困難で あ

っ た が ， 内部形態的 に 同種 に 合致 した．

　iv）市場 品 D （1点）（Fig．2−c ）： 根 の 全 形品．紡錘形 を呈 し，長 さ 10〜15cm
， 径 1．o・− 1．5cm ．根の 基部に 瘤

状を呈す る茎 の 残基の 集合体 は 認め られない ．表面 は 灰 黄色 で ，基部か ら中央部に 横 じわが密集して 認め られ ， 中央

部 か ら先端 に か けて 縦 じわ お よび縦溝がある．質は 堅 く， やや苦味が あ る．

　市場品は外部お よび 内部形態的に （］．　subglobosa に 合致 した．

　2． 韓国産 「蔓参」 の形態および原植物 （TABLE 　I）

　市場品 7 点は 外部 お よ び 内部形態 の 違 い か ら 2 種 （A ，B） に 分け られ た．

　 i）市場品A （5 点）；根 の 全形品 で 円柱形を 呈 し， 長 さ 10〜25cm
， 径 1．0〜1．5cm ，根頭部は瘤状を 呈す る．
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 TA 肌 EI ．

i） Collection　Data　of 　Dangshen （党参）from 　China　and 　lts　Botanical　Origin　in　Our　Result

Name Market　in　China Date No ．＊ 　 Botanical　origin

Dangshen

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

（from　GUizhou ）

Lu−Dangshen （潴党参）

〃

〃

〃

〃

Heilongjiang　ATCM ＊＊，　Haerbin，
　 Heilongjiang
（黒竜江省中医研究院，ハ ル ビ ン 市）
Tianyitang　drug　store ，　Shenyang，

　 Liaoning
（天益堂薬店，沈陽市）

Dalianshi　pharmaceutical　Co ．，
　 Liaoning
（大連市医薬公司）
Beijingtongrentang　Chinese　drug
　 store

，
　Beijing

（北京同仁堂中薬店）

Changshashi　pharrnaceutical　Co．，
　 Hunan
（長沙市医薬公 司）

Erdaoqiao 　free　market ，　Wu ］umuqi
，

　 Xjnjiang
（二 道橋 自由市場，ウル ム チ 市）
Xinshancheng 　Chinese　drug　store

，

　 Ch 。ngqing ，　Sichuan
（新山誠中薬店 ， 重慶市）

Weiningxian 　Chinese　drug　Co．，
　 Guizhou
（威寧県中薬材公司）

Zhengyi 　Ch 孟nese 　drug 　store
，

　 Kunming
，
　Yunnan

（正義 中 薬店，昆 明市）

Anningxian　Chinese　drug　Co．
，

　 Yunnan
（安寧県薬材公司）

Qujingshl　Chinese　drug　Co．
，
　Yunnan

（曲靖市薬材公 司）

Xuanweixian　Chinese　drug　Co．J
　 Yunnan
（宣威県薬材公 司）

Lcqun 　drug　store ，　Guilin，　Guangxi
（楽群医薬店 ， 桂林市）
Wanbao 　herb　store ，　Nanning ，
　 Guangxi

（万宝中草薬店， 南寧市）

Huhehaoteshi 　pharmaceutical　Co．，
　 Neimenggu
（呼和浩特市医薬公司）

Licheng　Chinese　drug　Co ．
，
　Shanxi

（黎城県中薬材公司）

Longxixian　Chinese　drug　Co．
，
　Gansu

（朧西県薬材公司）

Xichangshi　Chinese　drug　Co ．，
　 Sichuan
（西 昌市 薬 材公 司）

Yuxishi　Chinese　drug　Co ．
，
　Yunnan

（玉溪市薬材公 司）

Aug
り 　1987

〃

May ，
　 1987

Oct．，　1985

Nov
り
1985

9150

6909

11013

3025

3070

JuL
，　1987　　6902＆ 8155

Nov ，
，
1985

Sept．
，
1986

Nov ．
，
1985

Oct
り 　1986

〃

〃

Nov ．，1985

Jun．，　1986

〃

May
，
1986

Sept．
，
1986

〃

Oct．
，　1986

4544

11009

3101

llOOl

11002

11003＆ 11004

4535

4924

11014

11012

11008

10991

11005

C ．piiosula

〃

〃

〃

〃

〃

it

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Dangsllen

〃

〃

2nd　grade

3rd　grade

Antaitang　drug　store，　Lanzhou ，

　 Gansu
（安泰堂薬店，蘭州市）

Nanpingxian　pharmaceutical　Co．，
　 Sichuan
（南坪県医薬公司）

　 　 　 　 〃

Sept．，1990

Sept．，1986

〃

11301

10265

10266

c ．　pilosuta
　 var ．〃 1α ！≧〜3’a

〃

〃
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Name Market 　in　China Date No ．＊ ］Botanical　origin

Chang−Dangshen （晶党参）　 Nanpingxian　Chinese　drug　Co．，　　　 Ju1．， 1996　10995＆ 10996　C．　pitosula

Miao−Dangshen （廟党参）

Mao −Dangshen （茂党参）

．■　．　．　．．．　■　．瞎．　「髄　■．　■　艦　圏．．　．　■9．1　幽　，．　．　．冒　．■9　■　■．　．．　．．　．　．．　圏「「　，1　■　．層．　「　「　．■「　囓　「　■■　唱■　．巳■　層　．

　　　　Sichuan
　　（南坪県巾薬材公 司）

　　 Wushanxian　Chinese　drug　Co．，
　　　　Sichuan
　　 （巫 山県薬材公 司）

　　SQngpanxian 　Chinese　drug　Co ，，
　　　　Sichuan

　　（松潘県薬材公司）
‘■　■　■　‘　1　驢　圏■　■1　層　卩「　．　」　．‘．　」　．．　■　．．．　．　．　．．昌　．　．■■　．髄　圏圏　■　■　鹽■■　■　」　■「1　■　」■　■　■　■，「　鹽　■■　鹽■「　1　■　■　層層　■「●　層弓　層閣　■「　■　■　■圏■　■‘　卜■圏　■　層■　■　圏　■圏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 var ．　 modE 〜sta

　　　　Oct．，　1986　　　　10992　　　　　　　　”

　　　　Jul．，　 1986　　　　10993　　　　　　　　”

．　■　　■　■　p　■■　■■　■髄　■　■　■」　圏■囓　1　■　■■　■1　■　■　圏．■　■矗　■冒　卜■　．矗．　■　圏．■　■9　■■　■　■．　■■　L■■　■「　「　．　層「．　，　．■　引　．，「　■　層鹽冒　層冒　■　鹽　層唱　脚■　■　■髄　圏■1　●　■　■1　噛■　■■　層‘　層圏「　辱■　」■　層■　，　圏　圏．冒　．■　9．　．髄　層「「　．　．■．　．　陥
Dangshen　　　　　　　　　 Derentang 　drug　store

，
　Chengdu

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Sichuan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（徳仁堂薬店，成都市）

Banqiao−Dangshen 　　　　 Wanxian 　Chinese　drug　Co ．
，
　Sichuan

（板橋党参）　　　　　　　　 （万県中薬材公司）

　　　〃　　　　　　　　　　　 Enshishi　pharmaceutical 　Co．
，
　Hubei

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（恩施市医薬公司＞

Su・Dang （蘇　党）　　　　 Wenhuatang 　drug　store ，　Fengyuan ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Taiwa皿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文 華薬局 ， 豊 原 市）

　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　Chinese　drug　store，　Fengyuan，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Taiwan
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中草薬店，豊原市）

Aug，
，

工990　　　　11281　　　　　C ．　tangshen

Sept．
，
1990　　　　10847　　　　　　　　”

Nov ．，1986　　 11011　　　　　 〃

Sept．
，
1990　　　　10862　　　　　　　　”

Sept．，1990　10863＆ 10864　　　　　〃

Shetou・Dangshen
（蛇頭党参）

Litangxian　Chinese　drug　Co ．
，

　 Sichuan
（理塘県薬材公司）

Aug ．
，
　ig86 工0999 C ．5配bglobosa

Name Market 　in　HongkongDate No ．＊ BOtaniCal　Origin

Tianshui−Dangshen （天水党参） mid ．　grade

Hubeibaipi−Dangshen （湖北白皮党参）

Guizhou−Dangshen （貴 il・1・1党参）2nd　grade

　　　　　rl　　　　　　　　　　　　　　　　　3rd　grade

　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　4th　grade
Yunnan −Dangshen （雲南党参） 3rd　grade

　　　　　tt　　　　　　　　　　　　　　　 4th　grade

　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　sub −grade

Kan −m  
一1an−hong

（金米蘭行）
　 　 　 　 　 　 〃

　 　 　 　 　 　 〃

　 　 　 　 　 　 〃

　 　 　 　 　 　 〃

　 　 　 　 　 　 〃

　 　 　 　 　 　 〃

Feb ．
，
1986

　 　 　 〃

　 　 　 Jt

　 　 　 tt

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 lt

10053

ユ0052100461004710048100491005010051100441004210045100431023645757415

7417

c ．pilosula

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　　 〃

．唱塵■■■●冒鹽■●勝■■「鵬鹽■■1●1■，1冒●「「■■冒llI■軍■冒1■13■｝Il■■■勝■■，1■■「唱冒■鹽■●幽鹽■冒■“鹽1■邑■■■■■■■■■■■■■1■■■■■■■■【■■■■幽■■■U圏■巳9■■■■■■」■■■■■■■■■■■■1　圏圏■■■■■■■■■【■■■■■■■L■■邑■■1鹽幽鹽■●1●●鹽冒　1■1唱1・．1幽1．「1幽」■「●．鹽冒1髄鹽IIlII．・國｝・幽」■髄　幽1伽1■鹽．幽幽幽●國」■■國■．．．．．．．．．圏．．1　．昌．．．■．．．邑．．■1．■．1■．．．．．「■監1■陶齟國呷●闘匸■■■1■■■0■■監■■■霍層艦「．■
Gansu−Dangshen （甘粛党参）　 3rd　grade

　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　4th　grade

　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　5th　grade

　　　　　tt　　　　　　　　　　　　 low　grade

　 　 　 　 〃

　　 　　 lt

Sichuan−Wen −Dang （四 川i紋党）2nd　grade

　　　　 〃　　　　　　　　　　　　　Iow　grade

Wen −Dangshen （紋党参）　 　 2nd 　grade

Xiaowen−Dangshen （小紋党参）

Dangshen　　　　　　　　　　 lst　grade

　 　 　 　 tt

Shuangdingfang−Dangshcn （双頂防党参）
Dingfang −Dangshon （頂防党参）

　 　 　 　 　 　 〃

　 　　 　　 　 〃

　 　 　 　 　 　 〃

　 　　 　　 　 〃

　 　 　 　 　 　 〃

Don −fon−hon （東方紅）

Han −chong −hong
（恒昌行）

　 　　 　　 　 〃

Lei−yun−f（）ng （利源豊）
　 　 　 　 　 　 tt

Wjng −tai−hong
（永大行）

　 　 　 　 　 　 〃

　 　 　 　 　 　 〃

Tak・Tai−Yuen（徳泰源）

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 trNov

り
1985

　 　 　 〃

May ，1989

　 　 　 〃

Nov ．， 1976

Nov ．
，
1976

Nov ，
，
1986

May ，1991

10238＆ 10239

　　10237

　　　　62

　　　　 60
　　　5448

　　11470

c ．pilosula
var ．　modest α

　 　 　 〃

　　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　 　 　 〃

　　 　 〃

　 　 　 〃

■「．■「．■．■．．■．．．■．．．■．■．．巳．匚．巳．「■【．「「「「「「「4「■「「“．「「「鹽「【陶■瞎「「「巳「胴．「「■「「胃・陶「「4「「「騙零「」陶1「「IU■零．6●1唱．．6i“鹽匸±．巳髄L●g．・國●．．●鹽・．．■0鹽」L【．鹽鹽巳」鹽【．．．．．．．邑■臨■昌瞎．0■■匚■■L■■■■匚■■■凸■■■髄■■■■■■■■マ「剛■嗜辱陶町噌剛r剛層唔「叱層■■■叱■■■■■「■辱■■■■■匸■■1　■■■■■匸■巳1■凵■四■■■．．乳「乳「凾「鴫「層L蝋層■匚■■■1■■■■■■■■闥■膃層」■■．．藺■．2．．冒■．■匚り
Sichuan−Dangshen （四 川党参）2nd　grade

　　　　 〃　　　　　　　　　　　　　　　4th　grade

　　　　 〃　　　　　　　　　　　　　　　　　5th　grade

Kan ・mee −lan−hong
　 　 　 　 　 　 〃

　 　 　 　 　 　 〃

　　　　　（168 ）

Feb ．
，
1986　　　10054　．　　C．　tangshen

　　　”　　　　　 10055　　　　　　 〃

　　　〃　　　　　 10056　　　　　　 〃
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Name Market　in　Japan Date No ．＊ Botanical　origin

Nei皿 enggu −Baipi−Dangshen
（内蒙古白皮党参）
Tlanjin−Bailu−Dangshen
（天津白瀦党参）
Shanxi−Baipi−Dangshen
（山西 白皮党参）
Dangshen （from　Shanxi）

〃

〃

Shanxi−Wufeng −Dangshen
（陜西 五 鳳党参）

Gansu−Tianshui−Dangshen
（甘粛天水党参）
Gansu −Zhafang −Dangshen
（甘粛扎防党参）

Guizhou−Dangshen （貴丿・【悦 参）
Dangshen （from　Guizhou）
　 　 　 〃

YunnanDangshen （雲南党参）

　　　tt　　　　　　　　　　　4th　grade
Dangshen （from　Yunnan ）

　 　 　 〃

Dangshen
　 　 　 St

Nippon 　Funmatsu 　Yakuhin
（日本粉末薬品）
　 　 　 　 　 　 ti

〃

Tochimoto 　Tenkaido
（栃本天海堂 ）
　 　 　 　 　 　 〃

Uchida 　Wakanyaku
（ウ チ ダ和漢薬）

Nippon 　Funnlatsu　Yakuhin

〃

lt

　 　 　 　 　 　 tt

Uchida　Wakanyaku
Tochil皿 oto 　Tenkaide

Nippon 　Funmatsu 　Yakuhin

Tochi皿 oto 　Tenkaido
Uchida　Wakanyaku
　 　 　 　 　 　 〃

Tochimoto 　Tenkaido

　 　 　 　 　 　 〃

Oct．，　1985

〃

〃

Sepし
，
1990

May ，正991
Nov ．，1990

（）cし，　1985

rl

　 　 　 ttNov

，
，
1990

May
，
1991

0c し，　1985

Sept．，1988
Jun．，　1986
May ，1991

Sopt．，1985
Feb ．，1990

1400

1402

1399108611114211017

1401

13911393

　　　1403
　　110tg
　　11020

　　　1398

　　10889
　　 4875
11140＆ 11141

　　10161

　　10925

c．pilosuia

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

lr

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

Dangshen （from 　Gansu ）

　 　 　 〃

Slchuan−Wen −Dangshon
（四 川紋党参）
　 　 　 　 　 　 　 tl

Gansu −Wen −Dangshen
（甘粛紋党参）

Tochimoto 　Tenkaido

　 　 　 　 　 　 〃

Nippon 　Funmatsu 　Yakuhin

〃

〃

Aug．，1990

May ，1991
（）ct，，　1985

Feb ，，1986

0ct．，　1985

10899110191397

2279534「
1

c ．pilosula
var ．　modesta
　 　 　 〃

〃

〃

¶．匸，匸，■「【瞞■■■r匸■囓「■町，rrrrrt醒■”竃【四「「．■「．．．．‘．，■層「．，．■「．■匸■「■．，．・「■■監「■■イ「■■■．「層，叮「叮■「「「■．弓　．「．．　「．．．「，■，．．．．鹽．，．卜1「■，．層■■辱卜■．■層■■「冒．■．唱．．■．「■【「，．【．．「，■■「■．．「監■■「■r■■■■■■■■■■■r■■■■■■■■■，■■■‘■【■rr■【■tt■■■■■，■■■r■■■r■鹽■r，■‘■■■■■■■■■■，．■■「■．．・．畠．「，．π．．．「「．「．．．「n■【“■．■冒．匸．■．■弓”．匸胃■「「rk1一
Sichuan−Wuxi −Dangshen
（四 川無渓党参）

　 　　 　　 　　 tt

Hubei −Banqiao −Dangshen
（湖北板橋党参）

Hubei−Wushan −Dangshen
（湖北五峰党参）

lr

〃

〃

t／

Oct．，　1985　　　　　1396　　　　　C ，　tangshen

Fcb ．，1986　　　　4574　　　　　　　”

Oct．
，　1985　　　　　1395　　　　　　　　”

　　　 〃　　　　　　1394＆ 4573　　　　　　〃

ii） Collection　Data　on 　Mansam （蔓参）and 　Shasa皿 （沙参）from　Korea 　and 　lts　Botanical　Origin　in　Our 　Result

NameMarket 　in　 Korea Date No ．＊ Botanical　orlgin

Mansam

〃

〃

〃

〃

Daeil−keonjae　Chinese　drug　store
，
　Daejeon

（対
一

乾材漢薬店，大田市）

Jeil　Chinese　drug　store ，　Daeku （第一漢薬房 ， 大邱市）
Street　stall，　Pusan （露天商，釜 山市）

　 　 　 　 　 　 〃

Tochimoto　Tenkaido，　Osaka

Aug．，1982

Sept．，1973
Aug ．，1989

Mar ．，1982
Feb ，，　1976

7504

　　64105595126

　　66

Daekyoinsamjib
，
　Pusan （大橋人

・
参家 ， 釜山市）　　　　 Aug ．

，
1989

Street　stall，　Daeku （露天 商 ， 大邱 市）　　　　　　　　 Apr ．，1971

Yunshi 　drug　store ，　Seoul （伊氏薬材商店，ソ ウル 市）　　Jul．， 1990

Changshindang 　chinese 　drug　s亡ore
，
　Daeku （昌信堂漢薬店，大 邱市）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sepし，1973
Street　stall，　Daeku （露天 商 ， 大 邱市）　　　　　　　　 Sept．

，
1973

C ，pilosuta

〃

〃

〃

〃

Mansam
　 　 〃

Shasam
　 　 〃

〃

9760
　　6710843

8245

C．tanc601ata
　 　 　 lf

〃

〃

＊ The　nu 皿 erals　show 　the　specimen 　reference 　number 　of　the　Museum 　of 　Materia　Medica，　Research　lnstitute　for
　　Wakan −Yaku

，
　Toyama 　Medical　and 　Pharmaceutical　University（TMPW ）．

＊＊ ATCM ．− Academy 　of 　Traditional　Chinese　Medicine

（169）
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i轟

藹

　　　　　　
　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 ma　 　　 　 　　　　　

　　　　　 錨 1照鱒 l

Fig・1・“Dangshen （党参）
’¶in亅apanese 　Market 　Derived 　from　C．　pitosula

A ：Base　of 　the　roo 亡．　B ：Transection　of　the　root ．　C ： Whole　view ．

表面の 色 は ほ とん どが灰黄色 で ある が ， 大 田市場 品 （No ．　7504） にや や 赤茶色 の もの が 見 られ た ，大邱市場品 （No，

64）お よび 大阪市場品 （No ．　66） は 根頭部が根の 最大径 よ り大 きく， 基部 か ら中央部に か け て横じわ が密に 認 め られ

た・一
方・大 田市 場 品 （No ・7504） お よ び釜 山 市場 品 （No ．10559，5126）は 根頭部 が根 の 最大径 と同 程 度 か そ れ よ り

小 さ く，横 じわ もま ば らで あ っ た ，

　市場品は 外部 お よび 内部形態的 に （：pilesutaに合致 した．大邱 お よ び大阪市場 品 は 外形 お よ び コ ル ク 石 細胞層が 7
〜 8層で あ る こ とか ら野 生 品，大 田 お よび 釜山市場品 は 外形 お よび コ ル ク 石細胞層が 2〜4 層で あ る こ とか ら栽培品

で あ る と判断 で きた．

　ii）市場品 B （2点）；根の 全形品 で ，明瞭な紡錘形 を呈 す る．長 さ 10〜15cm ，径 2．0〜2．5cm ．瘤状 の 根頭部 は

根 の 最大径 よ り小 さい ．根 の 表面 は 灰黄色 で ，全体に 横じわ と縦 じわ が あ り， とこ ろ どこ ろ に小 さ な隆起部お よび 黒

褐色 の 乳汁滲出跡 が 認め られ る．周皮が剥離しやす く， その 部位 は黄白色を呈 す る．質は や や柔軟．口 に 残 る 苦味 が

ある．

　市場品は 外部お よ び 内部形態的に C．　lanceotata に 合致 した．

　3． 韓国産 「沙参」の形態お よび原植物 （TABLE 　I，　Fig．2−D ）

　根の 全形品．「蔓参」 の 市場品 B の 形態に 酷似 し，紡錘形 で ， 長 さ 10〜20cm ，径 2．　0〜3．Oc 【n．質 は や や柔軟で ．

口 に 残 る苦味が あ る．

　市場贔 は 外部 お よ び 内部形態的に C ．　lanceolataに 合致 した．

結論および考察

　1． 入手し得た 中国産 「党参」 の 市場 品 102点の うち90点が Codonopsis節植物 に 由来 し，そ の 約50％が ，
　 C・pilo−

Sula，約27％が （1　pilosula　var ．　modesta ，約 豆4％ が C ．　tangshen の 根 に 由来す る こ とを 明らか に した ．こ れ ら 3種類

の 党参の 量的な関係は ，市場品の 集め 方 に よ っ て も変わ っ て くる の で， こ の 結果 どお りで あ る とは い えない が ， 各種

の 分布域や栽培状況
2・3b呷d・h・i・8）

な どか ら考え て ， 主流品 は C，　pilOSula 基源 の 党参で ，
　C ．　pitosuta　yar ．　modesta お よ び

C 嬬 83伽 基源 の も の が こ れ に 準ず る もの と考えられ る．C ，　subglobosa に 由来す る党参は中国の 1市場品の み で あ

（170）
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　 i・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，ミが

　　　　　　　　　 Fig．2．　 Transection（正）and 　Whole　View （2）of 　the 　Co 皿 mercial 　Samples
A ：

‘

℃ ansu −Dangshcn （甘粛党参）
” in　Hongkong 　market 　derived　from 　C．　piiosula　var ．　modesta ．　B ：

“Banqiao ．
Dang ・h ・・ （板橋党参）

” i・ Si・h・a・ m ・・k・t　d・・i・・d　fr・ m 　C ．・tang ・hen．　 C ：
“ Sh・t・・

−Dang ・h ・n （蛇頭党参）
・1・

Sichuan　market 　derived　from　C ．　subglobosa ．　D ：
“ Shasam （沙参）

”in　Korean　market 　derived　fro皿 C ．　lanceolata．

っ た こ とか ら， 本品 は 産地付近
2・8）

の 地方的な使用品で あろ うと思 わ れ る．なお ， Codonopsis節植物の 根と一致しな

か っ た 中国産 「党参」工2点に つ い て は 次報 で 報告す る．

　2・ C ．pilosula に 由来す る 生薬の うち ， 外部 お よび 内部形態 か ら 「蔓参」 2 点を 除 い た ほ と ん どが栽培品で ある と

判断で きた．それ らの 中に は本来 ，
σ 躍 05 μ1α の 自生地で は ない 貴州k“2 ・9）

の もの が 含 まれ て お り，本種の 栽培地 が 自
生 地 以外に 及 ん で い る こ とが うか がわ れ た ．

　3．　中国市場品に お い て は 市場品の 入手先 に つ い て，香港お よび 日本市場品に お い て は産地 もし くは党参の 名称に

付されて い る産地に関する修飾語 に つ い て ， 今回明らか に な っ た 原植物と対応 さ e て 考察 し た．そ の 結果 ， 甘粛省産

お よび四 川省西北部産の 党参 は C．　pilesula 　var ．　modesta に 由来 し ， 湖北省産お よ び 四 川省東部産 の 党参 は C．　tangshen
に 由来す る とい う傾向が認 め られ た ．この よ うに ， 党参 の 産地 か ら原植物を推定す る こ とが 可能で あ る と思われ るが，

そ の 際 に は 常 に ， 各地で 広 く栽培 され て い る e．pilosuiaの 可 能徃を 考 え る 必 要 が あ る．

　4， 党参の 修飾語に つ い て，産地 に 関す る もの 以外を検討 し た と こ ろ ， 「紋」， 「頂防」 の 修飾語が付 く党参は C，

pilosula　var ．　modesta 　 bこ 由来す る もの で あ る こ とが判明 した．これ らの 修飾語は 外形上 の 特微を表 した もの と思 わ れ

る．修飾語に つ い て は 今後 ま とめ て 考察す る．

　5．　台湾に は C．tangshen が分布せ ず2・
lo ＞

， ま た栽培 の 記載 もない こ とか ら ， 台湾市場品 の 「蘇党」は 中国大陸か

ら香港を経由 した輸入 品である と考え られ る．なお，C・　pitosulaに つ い て は 1969年以前 に 大量 に 栽培 され て い た とい

う報告が ある
11 ）．

　6．　 「党参」 の 名称は ， 本生薬が初収載 され た r本草従新』
12 ）

に 「古本草云参須上党者佳」と あ る こ と か ら， 上 党

（山西省東南部地方）産 の 人参す な わ ち 「上 党人参」 の 名称に 由来す る もの と考え ら れ る．た だ し 古来の 上 党人参 は

Panax 　ginseng　C．　A ．　MEYER オ タ ネニ ン ジ ン の 根を指した もの と考え られ るが ， こ の 地方 （上党） の P．　ginseng は

明代に は ， ほ とん ど絶滅 に 近 くな っ た よ うで ，清代の r本草従新』 に 記載された 「党参」は，お そ らく且 g剏 餌 g の
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根とは 別の 物 で ある と考えられ る．清代以来，「党参」 は 「人参」 と対比 され て 本草書中に 記載され る こ と が多 く，

薬能 に 関 し て 2 説 が み られ る，す なわ ち 『本草求真』
13）

に は 張 as14）が 記 して い る 「清肺の 功」 を 引用 し た上 で ，「而醫

猥用黨参替代以致病卒不起．［医者はみ だ りに （人参）の 代用品の 党参を用 い て か えっ て 病気を悪化させ て い る ］」と

記 し，また r植物名実図 考 』
15 ）

に も 「挙 世 以代神草，莫知其非，而 服者亦多胸 満気隔之患．［世 を あげて 神草人参の 代

用 と して い るが ， そ れが 違 うもの だ とい うこ とを 知 っ て い る人 は 少 な く，
こ れ を服用 した もの は 胸満気隔 の 病気 に な

る人 が多 い ユ」 と記載 され て い る．一
方，『本草綱 目拾遺』

16）
の 防風党参の 条に は r翁有良辨誤』を 引用 して 「党参功

用可 代人参…」 とあ り，ま た 「本草正 義』 に も同様 に 記 され
3c），現在 の 中国 に お け る 「党参」 の 使用法 へ と継続す る ，

党参が人参の 代用品 として 開発された こ とは 十分考k られ る が，薬効的に 人参の 代用に な り うるか どうか は 疑問が多

く，こ の 点 に つ い て は今後本草学的 に 考察 して 報告す る．

　7， 市場調査の 結果，韓国に は 「党参」 とい う名称 の 市場品が 流通 して い な か っ た ，韓国で は 古来， 現在に 至 る ま

で 人参の 生産量 が 多 く， 人参の 代用品を 必要 と しなか っ た こ とが ， そ の 理 由 と して 考 え られ る．しか し ， 「党参」 の

1原植物で あっ た C ．　pitosulaの 根は 「蔓参」 の 名称 で 強壮薬 と し て 民間的 に 使用 され て い た．

　8， 現在韓国産 「蔓参」 の 原植物 に C ．pilosulaを充て るの が定説
4c ・d＞

で ある が ， 今回 C ．　lanceolata に 由来す る

「蔓参」 も確認 された．C．　tanceolataの 地 上部は C ．　pilosuta に 酷似する こ とか ら．誤 っ て 採集され，「蔓参」 と称さ

れ て 市 場 に 流 通 した もの と考 え られ る ．

　9． 漢薬 「沙参」 は Adenophora属植物の 根 に 由来す る と い うの が定説
17）

で あ る．しか し ， 韓 国に お い て は 事情が

異な り， 市場品 の 「沙参」 は すべ て Codonopsis　lanceolataの 根 で あ っ た ．本種は 中国 で は 「羊乳」 と称 され
2），その

根 は 「四葉参」
3b），「山海螺」

3の
な どの 名称で ，補血催乳，養陰潤肺 ， 清熱解毒 ， 消腫排膿薬と し て用 い られ て い る．

「羊乳」 の 名称 は r名医 別 録 』
エ8 ）

に 初 見す る が ，有名無用 の もの と し て 記載 され た た め ， 李時珍
19 ）

が 校 正 し て 「沙参」

の 釈 名 に 入 れ た ．『本 草綱 目』 に お け る 「沙参」 と 「羊乳」の 混乱 か ら ， 韓国 に お い て は 「羊乳」で あ る C ，lanceolata

に 「沙参」の 名称が 与 え られ た もの と考えられ る．なお ， 本種 は 朝鮮名 を rTotok」 とい い
4b・20〕

， 日本名 （俗名） の

「ととき」 の 語源に な っ て い る 21）．

　10． C ．　lanceotataの 根 は 韓国や 中国だ け で な く，日本 に お い て も民間的 に 使用 され て い た 22）．た だ し ， 韓国や中

国が 内用す る の に 対 し ， 主 と し て 切 り傷や 腫物 に 塗布す る等，外用 と し て用 い る こ と に特徴があ る．
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